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ヒ ロ イ ッ ク ・ カ プ レ ッ トの 来た道
一 バ ー ク レ イ とス ペ ン サ ー

の 諷刺詩

水　野　眞　理

は じめ に

　 16 世紀、自国語に よ る 文学が 確立 され て く る

時期で もあ っ た初期近代の英 国人 は 、 詩を書 く際

の 韻律や詩形の選択、と い う課題 に それ以前 よ り

もは る か に 自意識的に な っ た 。 英語の 基底 をなす

ゲル マ ン 的で 民衆的な リズ ム感 、 それ に上塗 りさ

れ た フ ラ ン ス 語の 語 彙 と韻律、そ して 古代ギ リ

シ ャ
・ラ テ ン の詩へ の敬意、修辞学や詩論 と い っ

た メ タ的な文学行為 、 デ ィ コ
ー

ラ ム 、書 き手の 社

会的ポ ジ シ ョ ン と ジ ャ ン ル の選択、 印刷に よ っ て

ひ ときわ露わに視覚化 された詩の 形 。 それ らに顕

わ れ 、また それ ら に織 り成 され る複雑 な文学意識

は 、驚 くほ ど多様な詩形 と韻律パ タ
ー

ン を生み出

した 。こ の混戦を勝 ち抜い て初期近代か らそ の先

へ も生き延 びた詩形が三種 ある 。 ソ ネ ッ ト、ブ ラ

ン ク ・ヴ ァ
ース 、

ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トで ある 。

　 ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トに関 して は 、こ れ が

17 世紀以降に 諷刺詩 （satire ） と密接 に結 びつ い

て い るた め 、Wblfとに よ る Notes　on 　Englis乃Verse　Sat−

ire（1929）、　 Kernanに よ る諷刺文学論 The （；ankered

Muse （1959）など、ジ ャ ン ル 論の 中で 頻繁に言及

され て きた 。 こ の 詩形を韻律論の 立場か ら見 る研

究は 20 世紀の後半以降盛ん と は 言え な い が、At−

tridge の The　Rhythms　ofEngtish 　Peet，：J， （1982）は 英詩

の 韻律の 特性を詳細に解説 す る中で こ の 詩形 を詳

し く扱っ て い る 。 ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トの詩形

と韻律 に特化 した書物と して は Piperの The　Hereic

Ceaplet（rg69）、 お よび Grovesの Strange　Music（1998）

を超 え る書物 は そ の 後出て い な い 。

　本論は オ ーガス タ ン 期に
一

世 を風靡す る こ と に

1
本稿 は 、2013 年 5月 25 日東北大学に お け る 日本英

文学会第 85 回全国大会で の シ ン ポジ ア ム 「ふ ぞ ろい

の 韻律た ち　　初期近代英詩に お け る定型 の 魅惑／逸

脱の 愉悦」 に お け る報告に若干の修正 を加 えた もの で

あ る 。

な る ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トの 16 世紀英詩 に お

け る密やか な胚胎の 例と して バ ー
ク レ イ （Alexan−

der　Barclay　14ア5−c1552 ）、 ス ペ ン サ
ー

（Edmund

Spenser　1552−99）の宮廷諷刺作品 を取 り上げる 。

バ ー
ク レ イは近代英語の草分 け期、16 世紀最初

の ヒ ロ イ ッ ク ・カプ レ ッ トの 使用者 の
一

人で あ る

と と もに、英語 に よる最初の 牧歌の 書き手で あ る

に も か か わ らず、これ まで 十分に 注目され て こ な

か っ た詩人で ある 。
ス ペ ン サ

ーは 主 と し て 『羊飼

い の 暦』（The　Shepheardes　Calender）の牧歌詩人、　r妖

精の女王』（The・Faerie（2ueene）の ロ マ ン ス 詩人 、『ア

モ レ ッ テ ィ 』 CAmoretti）の恋愛 ソ ネ ッ ト詩人 と し

て扱 わ れ て き た が 、 15go 年代 に 爆発 的 に ヒ ロ イ ッ

ク ・カ プ レ ッ トが生み 出され たそ の嚆矢の諷刺詩

人 と して も注 目す る意義が ある と考 える 。

　な お 、
「カ プ レ ッ ト」 の本来の意味は 二 行連句

で ある

1
が 、 本論文で は 「ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ ト」

を弱強五 歩格 （iambic 　pentameter ）で 二 行ずつ 押

韻 しそれが連続す る形式の こ と と し、詩行の
一部

で 二 行だ け押韻す る もの は 除 く。 こ の 詩形 は 16

世紀 には チ ョ
ー

サ
ーの 『カ ン タ ベ リ

ー
物語』 （The

Canterhu　y　Tales）を念頭に おい て 「乗馬韻」 （riding

rhyme ） と通常呼ば れ て お り、詩形を表す用語 と

して の 「ヒ ロ イ ッ ク
・

カプ レ ッ ト」 は 、 後世 19

世紀以降の 用語で ある こ と は注意を要す る。

2
しか

！ OEZ）で は 詩形 式 を 表す
“
heroic　couplet

”
の 最 も早 い

用例 と し て 、1827 年 Thomas 　Babington　Macaulay が ド

ラ イデン （丿・ hn　Drydc皿 ）を その比類な き使い 手 と した

事例を挙げて い る 。

’‘
her・i♂ の 語単独 で 弱強五歩格 を

意味す る最初の用例は 1617 年 、 Fynes　M ・rys ・ n が Jtin−

erary で、歴史家 Andrew　M ・ r・ sini が
“
Heroique

”
を用 い

て ヴ ェ ニ ス の 歴史 を書い た、と述 べ て い る 事例 で あ る。

押韻す る二 行、 と い う意味で の
“
couplet

”
の 用例は 、

Philip　Sidneyの Arcadia（1580）を嚆矢と す る が、16 世

紀 に は む し ろ稀で 、当時は
‘’
diStich

”
の 方が行き渡 っ

て い た 。

［25 ］

（・83）
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し 、 本論文で は 現在定着 して い る こ の 用語を 16

世紀の 作品に も用 い る こ と と す る 。

バ ークレイ 『牧歌』 とヒロイッ ク ・カプレッ ト

　英詩の記録上、最初に ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ ト

を用 い た の は 『善女列伝」 （Tthe　LegendofG 。。d

Wl・ men ） と 「カ ン タ ベ リ
ー
物語」 に それ を用 い た

14世紀の チ ョ
ー

サーだ と され る。

3
カプ レ ッ トだけ

を取 り上 げれ ば 、 それは チ ョ
ー

サ
ー以前か ら韻文

ロ マ ン ス に お い て 四歩格 （tetrameter ） と共に頻用

されて い た が 、
4
チ ョ

ー
サ
ー

は それ を五歩格 （pen−

tameter ） と 組み合わせた点で画期的だ と言 え る 。

　 チ ョ
ー

サーの 後の イ ン グ ラ ン ドで は ヒ ロ イ ッ

ク ・カプ レ ッ トは、チ ョ
ー

サ
ー

に倣 っ た リ ッ ドゲ

イ ト （John　Lydgate） を除い て 、 多く用 い ら れ る

こ と はな く 、 16 世紀前半の 英詩の 世界 はむ しろ

さまざ まな詩形の 実験場 と な っ て い た 。 そ の 中で

ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トは 帝王 韻 （rhyme 　royal ）

と鳥屋律 （p。 ulter
’
s　measure ） に圧 されて 散発的に

使用 され る の み で 、16 世紀 の 後半 に 至 っ て よ う

や く力を持つ こ と に な る 。 こ の 流れ の 中で の特異

点 と もい えるの は、16 世紀初頭 に大陸の ラ テ ン

語文学 を英訳 した聖職者バ ー
ク レ イで あっ た 。 彼

と 同時代の ス ケ ル トン （John　Skclron） も稀に ヒ ロ

イ ッ ク ・カプ レ ッ トを用い た が 、 持続的な長編 に

用 い る こ とは なか っ た 。

　 バ ー
ク レ イ は 文筆活動の初期に 、 ドイ ツ の プ ラ

ン ト（Sebas［ian　Brant）に よる諷刺詩 r愚者の船』（Das

崘 耀 η∫訪げ 1494）の 英訳 The　Shi　 ofFolys　ofthe 　WlorAde

（1509 ）を 出版 して い る 。 原 詩の 内容は 、 112人

の 愚者が それ ぞれ挿絵付 きで紹介され る と い う形

で 人間の愚行 と悪徳を描き出し た もの で ある 。 例

えば 、 その愚者 たちの 筆頭 に は 、読み も／読 め も

しな い 書物を蒐集 して 学者を気取る人が 自己紹介

をす る形で 置 か れ る 。
バ ーク レ イ は そ の ラ テ ン 語

訳 と フ ラ ン ス 語訳 を参照 した と序文で 述べ 、本文

で は ラ テ ン 語訳 と 自らの英語訳 を交互 に並べ て い

る が 、そ の 間に は著 しい 違い が ある 。 ラ テ ン 語訳

3
た だ し、『カ ン タベ リ

ー
物語』中、4篇 は 帝王韻 （rhyme

ro 卿）で書か れ、1篇 は 6行連 の リ
ー

ム ・クエ （aabaab ）

で 、1篇は 8 行連 （ababbcbc ） で 、2 篇 は 散文 で 書 か

れ て い る 。

4
チ ョ

ーサ ー自身も 『公爵夫人 の 書』 （跖 8 βoo 々ψ 加

Duches）、『誉の 宮』（7勉 劼 磆 舜 吻 の、『薔薇物語 』（The

ilOmaunt　。fthe　laese）に 四歩格の カ プレ ッ トを用い て い る 。

と は プラ ン トの監修 の もと ロ ハ
ー （Ja⊂ob 　Locher）

が訳 し た Stultifira　navis （1497）で あ り、こ れが 当

時 の ヨ
ー

ロ ッ パ の 共通 語 に よ っ て 『愚者の 船』 を

ヨ
ー

ロ ッ パ 大陸 に広めた 。 フ ラ ン ス 語訳 と は 、 こ

の ラテ ン 語訳か ら リヴ ィ エ
ー

ル （Pierre　Riviとre ）

が 自由に訳 した La　nefdesfola 　du　monde （1497）で

ある 。
バ ーク レ イは おそ ら くラテ ン 語か らで はな

く フ ラ ン ス 語訳か らさ らに 自由に英訳 し 、 権威づ

け の た め に ラ テ ン 語訳 を添 えた の で あろう。 ドイ

ッ 語原 詩は弱強四歩格の カプ レ ッ ト形式、ラ テ ン

語訳は 無韻詩 と散文で ある 。 フ ラ ン ス 語訳は八 音

節の カ プ レ ッ ト形式で あるが、その 冒頭近 くに付

された リ ヴ ィ エ
ー

ル に よ る序歌は帝王 韻で 書か れ

て お り、 お そら くこれ に倣 い バ ー
ク レ イは英訳の

全体を弱強 五 歩格 に よる帝王韻 で 書 い て い る。

バ ーク レ イ の フ ラ ン ス 語訳へ の 依存は 詩形に も強

く現れ て い るの で ある。
バ ーク レ イは 『愚者の 船』

の 自由訳 に よ っ て大陸の 諷刺詩 を イ ン グ ラ ン ドに

持 ち込 み、そ こ に イ ン グ ラ ン ドの 状況 へ の 諷刺 を

盛 り込む こ とを学 んだ と考え られ る 。

　 こ の 後バ
ー

ク レ イ は ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トに

よ る 5篇の 「牧歌』 （Egl・ges） を書 く。 最初の 3

篇 は シ ル ウ ィ ウ ス （Aeneas　Silvius　PiccoLominiの ち

の教皇 Pius　II）の 散文に よ る宮廷生活 の諷刺 『宮

廷の悲惨 につ い て 」 （De　Miserde　Curialiu　I　475）に

基づ き、あ との 2 篇はバ ー
ク レ イ の 同時代人 マ ン

テ ユ ア ヌ ス （BaPtiSta　Spagnuoli　Mantuanus）の ラ テ

ン 語 に よ る牧歌 r青 春』（Bucolica　 seza　Adulescentia

I498）V，　W か らの 自由な英訳で ある 。 自由な、と

い うの は た と えば前半の 3 篇に お い て もマ ン テ ユ

ァ ヌ ス か ら の 借用が あ り、後半第 4篇 に は別の

ソ
ー

ス か らの 、詩形 も異 な る挿入
5
が あ り、また

バ ーク レ イ が イ ン グ ラ ン ドの 政治状況を念頭 に お

い て独 自に付 け加 えた詩行が あ る 。 執筆年代は

1509年か ら 1514年の 間 と推定 され て い る が 、出

版物 と して 現存 して い る もの は 1518 年 出版業者

ド 。ウ ォ
ー

ド （Wynkyn 　de　Worde）に よ る第 5篇

が最古で あ る 。

　第 レ 3篇は羊飼 い の 暮 らしの 辛 さを訴 え、社会

の 上層部 の豊か さ と腐敗を批判する と と もに、城

に仕 え る下級兵士 の 生活の悲惨さを語 る 。 チ ョ
ー

s
質素で 堅実 な生活を説 く

“
Ballade　extrac ［　of 　sapience

”

（759 −90）お よび ノ
ー

フ ォ
ーク 公 トーマ ス ・

ハ ワ
ード

へ の 追悼詩
“
The 　Towre 　of 　Vertue　and 　Honoure

”
（823 −

1158）。こ れ らの 挿入部分 は ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ ト

で は な く、8 行連 （ababbcbc ）の 形を と っ て い る 。
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ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トの 来た 道一バ ー
ク レ イ とス ペ ン サ

ーの 諷 束l！詩 （・8ラ）27

ドゥ リは 前半 3 巻の特徴と して 「明 白な風刺的道

徳的傾向」 「牧人の 辛酸の活写」 「不正 と収奪へ の

鋭 い 意識」 「貧富の コ ン トラ ス ト」 を挙げ 、 本作

品を 中世の 三 身分 （聖職者 、 貴族、 平民）に基づ

く
”
estate 　satire

’i
に 分類 し ，ラ ン グ ラ ン ド （William

Langland）の 諷刺性、民衆性の影響 を指摘 して い

る （118−19）。
バ ーク レ イの牧歌のわ ずか数年前、

1512 年、1514 年の 二 回 に わ た り同 じ ド ・ウ ォ
ー

ドに よ っ て ウ ェ ル ギ リウ ス （Publius　Vergilius

Mar ・）の 『牧歌』 （Buc・tics）が 詳注付 きで 出版 さ

れ て い る に もか か わ らず、 英詩史上の 牧歌の 出発

点が、羊飼い たちが休息と恋愛を歌 う、 とい う古

典的な もの で は な く、また そ こ に ウ ェ ル ギ リウス

の 羊飼い が 見 出 した 「心地 よい 場所 （tecus　amee −

nas ）」 もな か っ た こ と は注目に価す る。
バ ーク レ

イ の 目は古典文学に は 向い て い な か っ た 、そ の意

味で彼 を初期近代で は な く中世末期の詩人 と呼ぶ

こ と もあな が ち間違 っ て は い ない 。 もちろん 、 こ

の ような特性は 材源で ある シ ル ヴ ィ ウ ス の 『宮廷

の 悲惨に つ い て』 に よ ると ころ が 大 きい が、r宮

廷の 悲惨に つ い て 』 は 、 形式的に は散文で あ り、

牧人の対話で はなか っ た 。 これをバ ーク レ イは弱

強五歩格 の 韻文 と し、また 構成を羊飼い の若者 と

年配者 の 対話形式 に し、後者が前者に訓話をす る、

とい う形を と っ て い る 。 これ らの 点で は バ ーク レ

イ は や は りウ ェ ル ギ リウス 、マ ン テ ユ ア ヌ ス に近

い と もい えよう。

　こ こ で は第 1 篇を と りあげ、そ の 文体 と韻律の

特徴を考 え よ う。 若い コ リ ド ン が羊飼い の生活の

苦労 を訴 え、宮廷 へ 行 く意志を述べ れ ば、 年配の

コ
ー

ニ ク ス は仕官の苦 しみ を話 し聞かせ る。 次は

コ リドン が宮廷人の安楽さ と、牧人の 苦労を対比

的に語 る くだ りで あ る。

What 　man ，　thou 　seest，　and 　in　likewise　see 　1，

That　lustアcourtiers 　go　alwa γ iolil｝〜　　　　　　　　　340

Theアhaue　no 　Iabour，　yet　are 　thCy 　wel 　besene，

Barded　and 　garded　in　pleasaunt　white 　and 　grene，

Theアdo　nought 　els　bu匸 reve1 ，　slcpe ，　and 　drinkc，

But　on 　his長）ldes　the　poor己shepheard 　mus ロ hinke．

They　rest，　we 　labour：they 　gaily　decked　bc，　　　　　345

While　we 　go　ragged 　in　need 　and 　pouertie，

Their　Golour 　lustie，　they 　bide　no 　storme 　nor 　sheurs ，

They　haue　the 　pleasoures，　but　all　the 　paynes　are 　ours ・

Theアhaue　all　thinges ，　but　we 　wre 匸ches 　haue　nough 匸，

But　what 　bringeth　them 　to　this　prosperitie，

Strengh，　c・ urage ，　frend・s，・・afte，・and ・audaciti ・・

351

（The乃irst　Ecloge　339−52）

They　sing
，
　the

γ
daunce

，
　while 　we 　sore 　sigh 　for　thought ．

　 こ の部分の文体的特徴は次 の よ うに表す こ と が

で きよう。

1．行末で 文法的な区切 りが ある。 上記は 1570年

　 版の 句読点 を再現 した もの で ある 。 各行末は、

　 句読点で 区切る こ とので きる単位 と
一

致 して

　 い る 。 文が次の 行 に続 い て い く句跨 り （en −

　 jambment）は 、 こ の 引用中に は な く、それ 以

　 外の箇所で も極め て 稀で ある 。 文は 1行内で

　 完結す る単文 を積 み 重 ね る こ と が多 く、2 行

　 もあれ ば必ず片が つ くク ロ ウズ ド ・カプ レ ッ

　　トで ある。

2．文末に は 、 前置詞な どの 機能語 よ りも動詞や

　 名詞 などの内容語
6
が圧倒的に 多く、 脚韻語に

　 重要性 を持た せ て い る 。 例 え ば 343 行で は 、

　 宮廷人 （they ）の 行為を表す revel
，
　sleep

，
　drink

　 に対 し 、 次の 344行で は羊飼 い （wc ）の 行為

　 と し て ［hink が挙げ られ て い る。 こ の よ うな

　 コ ン トラ ス トは 、カ プ レ ッ トに お い て 大 きな

　 効果 を持 つ 。 こ の よ うに 、
バ

ー
ク レ イは カプ

　 レ ッ トの 持 つ 対照性、反復性を意識的に用 い

　 て い るこ とがわか る 。

3．五歩格 リズ ム の定型化が 見 られ る 。 こ の 点は 、

　 上の 引用 よ りも 1530年版の フ ァ ク シ ミ リを見

　 た ほ うが分か りや す い だ ろ う 。 （図 1）バ ーク

　 レ イ の 生存中に 出版 され た この活字本 は、明

　 らか に ミ ス タ イ プ と思わ れ る箇所が 散見 され

　 るので 、これ が バ ーク レ イ 自身の 意図を ど こ

　 まで 反映する か は不明で あ る もの の 、当時の

　 人び と が こ の 詩 の リズ ム をど の よ うに と らえ

　 て い た か を知る手が か りと な る 。 行末 を含 め

　 て コ ン マ や ピ リオ ドな ど の 句読点 は まだ現れ

　 て お らず 、 行 内 に う っ す ら と ス ラ ッ シ ュ に よ

　 る区切 りが見 られ 、 それが コ ン マ の前身で あ

　 る とわか る 。 それが行内で
一

箇所だ け の場合、

　 セジ ュ
ー

ラ （caesura ） と見なす こ と が で きる 。

　 こ こ で は 、セ ジ ュ
ー

ラは常 に第二 詩脚の あ と

　 に お か れ て い る 。

6
フ リ

ーズ の The　Stmcture　ofEnglish （1952） の 分類 に よ

り、内容を持つ 語 （名詞 ・動詞 ・形容詞 ・副詞〉 と機

能語 （代名詞 ・助動詞 ・冠詞 ・前置詞 ・接続詞
・
間投

詞）に分け て考 え る。be動詞や
“
have

”
が助動詞 と し

て 用 い られ る場合 は、機能語 と 見 な す。
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図 1

　こ こ で 留意 した い こ と は 五 歩格 と は メ ト ロ ノ

ミ ッ ク な 5拍子 で は な い
、 と い うこ と で ある 。 上

に引用 した最初の行の リズ ム を音楽記号で 近似的

に 表す と すれ ば、（1）の よう に な る だ ろ う 。

7

の強勢の あ る音節に も 8 分音符を使 うこ と で 表現

し て い る 。 もち ろ ん 、こ れ は 基本形で あ っ て 、

jolilyと い っ た 多音節語は
一

層速 く読まれ て （2）

の よ うに 表しうるだ ろう。

（1）

》 」　♪ J　 v
♪ ♪　》 ♪　♪ 」　，

“1iat　lnan 　thou 　 secst 創nd 　m 　　lvke　xヤb・sc　 s¢ 　　 1

セ ジ ュ
ー

ラ の 前 に 2 詩脚 、 後に 3 詩脚 を置 き 、 古

英語以来の伝統に従 っ てセ ジ ュ
ー

ラ に よ っ て 前半

と後半が お よそ同
一
時間に 読 まれ る と考 え る と、

前半 に比べ て 後半が やや 早 く読 まれ るこ と に なる

（Attridge，1〜bythm　143）。

s
それ をこの 図で は、後半

ア

英詩 の リズ ム を 理 論的 に 視覚化す る 方式 は さ ま ざ

まに 提案 され て きて い るが 、こ こ で は 理論 に は 立ち入

らず個 々 の 詩行 の 最適 な 音読 と思 わ れ る もの を経験主

義的、印象主義的 な 方法 で 表 示 す る こ と と す る。即 ち、

accentual−syllabicと い う英詩の特性を意識 し 、 強勢の あ

る音節 は 大 きな音符で 示す と と もに 、 長め に読まれ る

音節 は 4分音符、短 め に 読 まれ る 音節 は 8 分音符 で 示

し、セ ジ ュ
ー

ラ と 行末 の ポ
ーズ を休止符 で 示 した。

s
ア トリ ッ ジ は 16世紀後半 に も Gascoigne、　Putten−

harn、　 Campionが 共 に、五詩脚 を前 半 2、後半 3 に分

け る こ と を勧 め た 事実を指摘 し て い る （Attridge ，

（2）

♪ 」　♪ 」　♪
・

♪　♪　♪　♪

That　lus圏　h・　　cour −ters　　　　go　　　a且　■　way 　Jo

♪ j　 l

lじ1−
｝

ある い は 、「貧 し い 羊飼 い 」 と い う語句 を強調 す

る た め に 、弱強 を入 れ替 えて （3）の よ うにな る

行 もある。

（3）

♪ 」　♪ 」　 ・ ♪ j　 J　♪　♪ J　l

But　　on 　hls　fc）且dys　’　tlle　pore　shep −herd¢ must 　 th｝m ；ce

こ の よ うな細か い 変異 は 見 られ る もの の
、

バ ー
ク

レ イは 5篇の牧歌の全体 にお い て概ね、弱強 リズ

ム を守 り、五歩格の 5 っ の 詩脚 を前半 2、後半 3

に わ け て い る 。

　さ らに カプ レ ッ トで 結ばれた 二 行の 問ば か りで

な く、セ ジ ュ
ーラ で 区切 られ た 前半、後半の 間に

R伽 加 143 ），
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もコ ン トラ ス トを用 い て い る 。 その例と して （4）

（5）で は They （上流階級） と we （下層階級）の

行為が セ ジ ュ
ー

ラ の 前後に 振 り分け ら れ対照 され

て い る。

（4）

♪　j　hj 　 ッ
♪ J　 ♪　♪ ♪ j　l

They 　haue　aU 血yngcs　！　but　“
・e　 wt

・
et鬥ches 　haue　nought

（5）

　♪　J　♪ j　 ッ ♪ ♪ J　 j　♪ j　t

咀・ey　 sing。血OP
・
伽 n 。e　 whyle 　we 　sore 　 sygh ［t］f・ r 出 ・ught

　バ ーク レイの 韻律の 特徴は約 100年早い チ ョ
ー

サ
ーの韻律 と比較 して みれ ば一

層明確に な る。 比

較の た め に 、 （6）に 『カ ン タ ベ リ
ー物語』 「序」

の 冒頭 18行を示 す 。 各行の セ ジ ュ
ー

ラを示すス

ラ ッ シ ュ は エ ル ズ ミ ァ 写本 に よ り補 っ た 。
エ ル ズ

ミア写本 に な く筆者が補 っ た セ ジ ュ
ー

ラ は縦線で

示 した 。 また各行の 後に 、 セ ジ ュ
ー

ラの位置を

213 また は 3f2な どと示 し、意味の ま と ま りで 行

間 を空けて ある 。 さ らに 、 句跨 りを星印 （り で

不 し た 。

（6）

Whan 　that 　Aprlll！with 　his　shoures 　sootc
＊

　　 213

The　droghte　ofMarch 　1　hath　perced　to　the　roote ，2！3

And 　bathed　every 　veyne 　l　in　swich 　licour

Ofwhich　vertu 　／　engendred 　is　the　flour；

傭
∠

2
丿

ノ
　

！

32

Whan 　Zephirus　eek ！with 　his鯉 eete 　breeth＊　 213　 5

1nspired　haしh 〆in　every 　holt　and 　heath＊　　　　　213

The　tendre 　croppes ，

　　　　　　　　／and 　the　yenge　sonne
＊

　　　2！3

Hath　in　the　ram ／his　halve　cours 　yronne，　　　 213

And　smale 長）weles ！maken 　melod アe，

That　slepen 　al　the 　n アght！with 　open アe

（so　priketh　hern　naturc 　I　in　h正r　corages ）；

Thannc　longcn　folk　1　to　goon　on 　pilgrimages，

And 　palmeres！f〜）r　to　seken 　s匸raunge 　strondes ，

To　ferne　halwes，！kowthe　in　sondry 　londes；

2f3312103

×2

2131

〆42

！3

And　special1 ｝
厂 1丘om 　every 　shires 　end ♂

OfEngelond！to 　Caunterburアth ¢γ wende ，

The　hooly　blisfu1　martir 　I　 for　to　seke ，

213152f3

3f2

That　hem 　hath　holpen！whan 　that 匸hey　were 　seeke ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2f3

句跨 り は 1 〜 2 行、5 〜 6〜 7 行、8 〜 9 行、15

〜　16 行 と頻繁で ある 。 こ れ に よ っ て分か るの は 、

チ ョ
ー

サ
ーが カプ レ ッ トを意味の 単位を示 す もの

と して絶対視 は して い な い こ と、五歩格は概ね

213 と分割で き るが 、それ以外の パ タ
ーン の 分割

もしば しば見 られ る こ とで あ る 。

　チ ョ
ー

サ
ーは ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トの イ ン グ

ラ ン ドにお ける創始者 と される が 、 それ以前の韻

文ロ マ ン ス が弱強四歩格カ プ レ ッ トで 書か れる こ

と が多か っ たた め か 、2 行づ っ 脚韻 を踏む こ と は

彼に と っ て空気の よ うに当然の こ と で あ っ て 、そ

れゆ え に却 っ て、意味の単位 と の 整合 に気 を使 う

度合 い が少 なか っ た の で は ない だ ろうか
。 チ ョ

ー

サ
ー

と比較す る とき、バ ー
ク レ イが 2 行連句を意

味の単位 と して も活用 し、 また 213 に分か れ る行

の 前半 をやや遅 く 、 後半 をやや 速 く読 む と い う形

を確立 して い る こ とが明確とな る。そ して おそ ら

くそれが 、18 世紀 まで 持ち込 まれ る弱強五 歩格

の基本 リズ ム と なる の だ 。 前半の 遅 い テ ン ポが荘

重さ を生む と見え、それ に 対し、後半が テ ン ポを

速めて
一気に諷刺的な意味を担 う脚韻語に流れ込

む、こ の形は モ ッ ク
・ヒ ロ イ ッ クに まさに最適で

あっ た と い う こ と が で きるだろ う。

　バ ー
ク レ イ は しか し 、 五 歩格の リズ ム を意図的

に崩 し、六歩格に近づ け る こ と もある 。 こ れが上

の 引用 中の 最後の 2 行 （7）で ある 。 行末で 韻を

踏む語 に強勢があ ると考 えて e に音価 を与 えると

すれ ば、こ の 2 行に は 6 個の 詩脚が生 じて しまう。

（7）

♪ j　 J　♪ 」　7 ♪ ♪　♪　♪　♪ J　l

Bul　what 　bη u −
ge山 them 　

‘
　 to　this　pros・per − y　−te　　　 3sI

　j　 」　♪　J　 v　j　♪ ♪　♪　♪　」　 き

Str。n 誹1冒 gow − rage ／frendys　 1 。r誼 and 　 au ・da。 ・y ・t¢

351行末 の 宮廷人の prosperityに対 し、 それ へ の

手段が 次の 352行で 5 つ 列挙 され て お り、 その 掉

尾 を飾 る audacity が脚韻語 と な っ て い る 。 繁栄が
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傲然た る態度を もた らす の で は な く、 その逆が ま

か り通 る と い う、宮廷の悪弊が 脚韻に よ っ て 強調

され る 。 prosperityと audacity は 共に ラ テ ン 語起源

の 4 音節語で あっ て周囲の 語か らは
一際目立 っ 形

で あるた め に 、もっ た い ぶ っ た印象 と滑稽な印象

を同時に与えて い る。 宮廷人へ の 批判を述べ る
一

連の 詩行の 中で 最 も辛辣で警句的な二 行 を 、
バ ー

ク レ イ は意図的に ま と ま りの 最後の 位置 に お い た

と考 えられ る。 それ を六歩格で締め く くる、こ の

技巧 も また、17 世紀後半か ら 18 世紀の英国詩人

た ちが決め台詞で 用い る こ と に な っ て い くもの で

あ っ た 。

9
こ の よ うに 、バ ーク レ イは初期近代英語

に よ る ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トを書 きな が ら、そ

の 諷刺的な可能性の 多 くを既 に駆使 して い た、と

い うことが で きよ う。

ス ペ ンサ ー 『ハ バ ー ド婆さんの 話』 とヒ

ロ イ ッ ク ・カプ レ ッ ト

　 16 世紀前半 にお け る ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ ト

の使用は、前節の バ ー
ク レ イ お よびウ ェ ル ギ リウ

ス の 『ア エ ネ
ー

イ ス 』 を ス コ ッ トラ ン ド方言に翻

訳 したダ グ ラ ス （Gavin　Douglas）の 7ん Xη1 伽 ∫々

o　Eneados　o　thefa7nous 　poet　Virgil（1513）が見 られ る

程度で 、後半 に入 っ て も 1590年代に入 る以前 は

その地位は決 して高 い もので はなか っ た 。
パ ッ ト

ナ ム （George　PUttenham）は 『英詩の 技法』 （The

Arte　・fEnglish　Peesie　1589 ）の 第 2 巻 「詩的均整 に

つ い て」の 中で、五歩格 （10 音節）に 関 して は 「荘

重で 英雄的」 と評 し 、
セ ジ ューラ に よ っ て 音節 を

4／6 に分 け る こ と を推奨 して い る ものの （72）、カ

プ レ ッ トに関 して は決 し て高 い 評価 を与 えて い な

9
ドラ イ デ ン と ポウプか ら例 を挙げ る。そ れ らで は、

一ま と まりの パ ッ セ ジ の 最後 の
一

行 の み が 六歩格 と

な っ て い る。（太字は 筆者）

Her　lo丘y　courser ，　in【he　cour 匸below，
iOeTho

　his　rnajestic 　r三der　seems 匸o 　kno“

Proud　of 　his　purple　trappingS ，　paws　the　ground，

And 　dha皿 ps止 e　golden　big　and 　spreads 　the丘⊃am 　aromd ・

　　　（Dryden，匸r．．Aeneid，　Book　1〜C　l90−193）

When 　Ajax　strives　seme 　rock
’
s　vast 　weight 　te　throw ，

The　line，　toe ，　iabors，　and 　rhe 　words 皿 ove 　slow ；

Not　so，　when 　swift 　Camilla　scours 　the 　p且ain，
Flies　o

，
er 　th，　unbendng 　corn ，　and 　slrims 　alo皿 g　the　mafn ．

　　　（Pepe，
“
An 　Essay　on 　Criticism

”
，370−73）

い
。 彼は 脚韻の パ タ

ー
ン を単純 なもの か ら複雑な

もの へ と並べ て 解説す るな か で 、最初にカ プ レ ッ

トをあげ 、
「も っ と も民衆的な」 な韻の 踏み方だ

と述 べ て い る （86）。

　 16 世紀後半に、カ プ レ ッ トの み な らず脚韻全

体の是非 をめ ぐる論争が あっ た こ と は よく知 られ

て い る 。 ア ス カ ム （R ・ g・ ・ A ・ch ・ m ）は その 『学校

教師』 （The　5
’
cho／ema ∫ter　l　570）で ギ リシ ャ

・ラ テ

ン の古典詩に倣 っ て 英詩 もまた音節の 強弱で は な

く長短 （quantity）に よ っ て 、 し か も脚韻 を踏 む

こ と な く書か れ るべ きだ と主張 した 。

IQ
こ の 運 動

は英語 の 音節の 長 短を決定す る こ と の 困難と、英

語 固有の 強弱 リズ ム の根強さ を克服す る こ と な く

短命 に 終わ っ た もの の 、 シ ドニ ー （Phi］ip　Sid−

ncy ）、ス ペ ン サ ーを含む詩入や学者が こ の 論争に

参加 した 。長短派は脚韻 を英国固有の上俗的な も

の とみ な し 、 脚韻を用 い た 詩を verse と呼ば ず

rhyme と呼 び、それ を作詩す る詩人 を rh アmer と呼

ん で 蔑ん で い た 。 こ の よ うな悪環境の 中で もヒ ロ

イ ッ ク ・カ プ レ ッ トが生 き延 びた 背景 に は、カ プ

レ ッ トの 持 つ 強力な詩的効果が あっ た と考え ざる

を得な い
。

　 そ こ で 、こ の 時代の ヒ ロ イ ッ ク
・
カ プレ ッ トの

書 き手 と して ス ペ ン サ
ーを次に取 り上 げた い 。

11

ス ペ ン サ
ー

の ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ ト使用 は

1591 年に 出版 され た 『バ バ ー ド婆 さん の 話』

（Prosopo？oia，0 厂 瀚 広癬 飾 仍 8 協 駲 の に 限 られ る 。

（こ れ以 降、『ハ バ ー
ド婆 さ ん 』 と 略称す る 。 ）執

筆 は ス ペ ン サ
ー初期 の 作品 『羊飼 い の 暦』 （The

Shepheardes　Calender） と 同時期 の 1570 年代 と さ れ

10
ア ス カ ム は 当時頻用 さ れ た 14 音節 カ プ レ ッ ト

（f・ urteener ）を非難し、ロ ン ドン の 諸書店が その よ う

な 「無知無学な 韻文」 （lewd　and 　rude 　rymes ）で 満ち て

い る こ と を嘆 い て み せ る （290）。彼 に始 まる韻律論争

に つ い て は ア ト リ ッ ジ の wr7U−　Weighed　Syltables（1974）

に詳 しい 。
n

バ ーク レ イ の 『牧歌』 を EETS シ リーズ で編集 した

ホ ワ イ トは バ ーク レ イ作品が ス ペ ン サ ーに知 られ て い

な か っ た こ と は あ りえない と し て い る （旦xi）。 実際 ス

ペ ン サ
ーが ケ ン ブ リッ ジ に 入学 した 1570 年 は 、バ ー

ク レ イの 英訳 した 『愚者の 船』 と 『牧歌 』 が 合本で 出

版さ れ た年で もあ る 。 また バ ーク レ イは r聖ジ ョ
ージ

伝⊥ （踰 辧 ヅ伽 α ・η伽 ” 吻 ア ＆ワ班 G6・rge ，　 ca・1530 ）

を書 い て お り、こ れ が ス ペ ン サ
ー

の 『妖精の 女王 』第
一

巻 の主人公の 造型 に影響 して い る可能性 もあ る。し

か しス ペ ン サ ーが バ ーク レ イ に言及 した 文章 は な く、

影響関係 は推測 の域 を 出 な い 。
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るが 、後 に他の作品 とと もに詩集 r嘆 き』 （C ・m −

plaints　1591 ）に含め る際に加筆を行 っ た と考 えら

れて い る 。 その 内容 は、狡猾 な狐が猿 をおだ てて 、

二 人組みで奸智 に よっ て社会の 階段を昇 り、 ラ イ

オ ン の毛皮を盗ん で 王を僭称する まで に至 る が、

天上の 神ジ ョ
ー

ヴ に 見つ か っ て罰せ られ る、と い

う物語 で ある 。 タ イ トル の Pr・s・？epoia （正 しい ギ

リシ ア語で は Prosepapeeia）と は 、
『バ バ ー ド婆 さん 』

の 出版 よ り二 年早 い パ ッ トナ ム の 『英詩の 技法』

に よれ ば 、 動物を含 め人間以外の どの ようなもの

で も、それに 人間的な性質を与え る技法を指 して

い る。 しか しパ ッ トナム の 定義は我々が擬人化と

い う用語か ら考 える よ りも は る か に 広 く、
r薔薇

物語』 を最良の 例 と して い る こ と か らも分か る よ

うに 、 そ こ に、美徳や悪徳 と い っ た 抽象概念 を人

間の ように描 き出すア レ ゴ リ
ー

も含め て い る 。 ス

ペ ン サ
ー

は、 こ の語 をタ イ トル に冠 し 、 また これ

を婆さん の語る狐物語 と い う枠組みに 流し込 む こ

と に よ っ て 、 作品に 潜む諷刺の存在 を暗示する と

同時 に、その 標的と す る個人 を曖昧化 した 。 こ の

こ と は諷刺の 持 つ 二 重の課題 、 即ち、い か に攻撃

する か と、い か に危険を回避するか 、 の せ め ぎ合

い を示 し て い る 。

　 し か し少な く と も当時は こ の作品が エ リザベ ス

ー
世の側近バ ー

リ
ー卿 （Wilh  Cecil，　Lord　Burgh−

Ieγ 1520 −98）に対する当て こ す りと読 まれ、出版

の 翌年 に は王権か らの不興 を買 っ た こ と、版 は不

明なが ら、差 し押 さえ に あ っ た こ と が記録 され て

い る 。

12
ス ペ ン サ

ー
の 死 後の 1611 年に ス ペ ン サ

ー

全詩集が 出版 された と き 、
『バ バ ー

ド婆さん 』 は

外 され、再び印刷の 日の 目を見たの は 、
バ ー

リ
ー

の 後を次い で エ リザベ ス の 側近と な っ た 次男 ソ
ー

ル ズ ベ リ
ー
伯 ロ バ ー

ト （Robert　Cecil　1563 −1612 ）

の 死後で あ っ た 。

　 こ こ で 『バ バ ード婆さん』 に注目す るの は 、そ

れが ス ペ ン サーの残 して い る唯
一

の ヒ ロ イ ッ ク ・

カ プ レ ッ トに よ る詩で あ り、ヒ ロ イ ッ ク・カプ レ ッ

トが急速に 増加す る 1590 年代の 初め に 出た もの

で あ り、それが諷刺詩で もあ るか らで ある 。 ス ペ

ン サ
ーは ヒ ロ イ ッ ク ・カプ レ ッ トの 韻律 と 意味 と

12
バ ーリーと ス ペ ン サ

ー
の 相互 の 悪感情は よ く知 ら

れ た 事実で あ り、The　Faerie　Queeneの 第 4 巻、第 6 巻

に も そ れ を 裏付 け る表現 が あ る。『バ バ ー
ド婆さ ん 』

の 背景 を 1579 年の エ 1丿ザ ベ ス
ー世の 結婚問題に求め

る従来 の 研究 に 対 し、ダナ ーは バ ー
リ
ー

の 息子 ロ バ ー

トに よ る最高廷臣 の 地 位 の 継承 に求め て い る 。

を どの よ うに 関連 さ せ て い る の だ ろ うか 。

　 こ こ で 注目した い の は 、 物語の途中で 語 り手が

見解 を述べ る くだ り （8）で あ る。狐 と猿 と は獅

子の 宮廷 に入 り込み、幅 を利か せ る なか で 、 請願

者の 訴えを高位 の貴族に取 り次 ぐ振 りをして 報酬

だ けを着服する 。 それ に対 し語 り手が 、請願者 と

は哀れなもの だ 、 と嘆く。 語 り手は理論上はバ バ ー

ド婆 さんで ある が 、実質上は 、
バ バ ー

ド婆 さんの

話を伝 える物語全体の 語 り手
5T’

、それ は また 、

そこ に透けて見えるス ペ ン サ
ー自身、と い うこ と

に なろ う。 物語が過去形で 語 られ る中で 、こ こ だ

けは現在形で 書か れて お り、 語 り手に仮託され た

ス ペ ン サ
ー

の 心情が浮 き彫 りに され る 。 なお 、 次

の 引用で は セ ジ ュ
ー

ラ を斜線で 、句跨 りを星印（
＊

）

で 示 したが、こ れ らはすべ て筆者の加筆で あ る。

（8）

So　pitifUll　a　tling！is　Suters　sta【e．

Most　miserable 　man
，
1　whem 　wicked 　fate＊

Hath　brought　to　Court，1　9讖鼕鼕　for　had　yWis匸，

That　fとw 　have　found，1　and 　manie 　one 　hath　mist ；

Full　little　knowest　thou ！tha 【hast　not 　tride，

What 　he皿it　is，1in　suing 　long鑼 ：

轤韃灘 good　dayes，ノ【hat　might 　be　better　spem ；

齷蘿藝驫鼕鼕long　nights ！in　pensiue　disconten鰐

鑞 to　day，！灘 back　to　morrow ；

讖韆韆lon　hope，11懣 wi 匸h　feare　and 　sorrow ；

鸚 thy 　Princes　grace，〆yet蘿 her　Peeres；

覊韆 轟thアa・ki・ g／ y・・轗 m ・ni ・ アeere ・・

糶 ・hア・・ ul ・ 〆wi ・h ・・… e・ and ・wi ・h ・・… ；

糶 篷Yt　thy 　heart　／through 　comf ヒ）rtlesse 　dispaires；

895

900

懣 饑 驪覊 ノ 戀鑢靉靆灘蠢糶 鑢lgo5

灘韆 韆鑞 織 1鸚 ，驪 ．

VnhapPi・ wight ，1b・ rne 　t・ desast・・ u ・ end ，

That 　dα h　his　life　l　in　so　long　tendance 　spend ．

Who 　euer　leaues　sweete 　home，〆where 　meanc 　estate
＊

In　safe 　assurance ，1　withollt 　strife　or 　hate，　　　　　 910

Findes　all　things　needfU11 〆for　contentment 　meeke ；

And　will 匸o　Court／fbr　shadowes 　vaine 覊 ，
　　　 　　’bl　　　　へ
Or　hope　、　＿，！himsel驚 will 　a　daw　crie ：

That　curse 　God 　send ！vn 匸o 　miIle 　enenlie ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （891＿914）

この部分 の文体的特徴は次の ように要約で きる。

1．5 つ の詩脚 は セ ジ ュ
ー

ラ に よ っ て 2〆3 に 分割

　 され る こ と が多 い が 、24 行中 5 行は 312 に分
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　 割 され て い る 。 しか しそれ以外の パ ター
ン の

　 分割は な い 。

2．脚韻語に は機能語 を全 く使用せ ず、全 て内容

　 語で ある ため に、意味 と脚韻 と の 連関が 強 い 。

3．カ プ レ ッ トは 概ね意味の 単位 と 合致 して い る

　 が、二 箇所 に お い て 句跨 りが 見 られ る 。 892

　 行は 、 前半が呼 びか け に な っ て い る た め に 、

　 文法的な セ ン テ ン ス の 始 ま りが セ ジ ュ
ー

ラ の

　 あと に な り、 2 詩脚だ け で ユ ニ ッ トを完結で

　 きな い た め に次 の 行 へ と 文が 続 い て い る と考

　 え られ る。909 行 もセ ジ ュ
ー

ラ の あ と に 関係

　 副詞 where をお い た た め に 、行内で セ ン テ ン

　 ス が完結で き な い 事態が 句跨 りを引き起 こ し

　 て い る 。 しか も こ の 句跨 りは数行 に もわた っ

　 て い る。即ち gog行末の esra 匸e を主語 と して 、

　 動詞は 2 行先の gll行 の行頭の Findesで ある 。

　 また 909行頭の Who 　euer を受 け る動詞は 、そ

　 の 行の leauesと と もに 、3 行先の will で ある。

　 さ ら に
、

こ の セ ン テ ン ス 全体の 主語 は Wh 。

　 ever （909） か ら gaine（913） まで 、それ を受

　 け る動詞 は 913 行の will ．．．trie で あ り、5 行

　 にわた っ て文構造が 続 く、 と い うバ ーク レ イ

　 には なか っ た複雑さ、自由さが 見られ る 。

4．t・ 不 定詞 の 頻用 （網掛 け 部分）。 897 行 か ら

　 906 行 に か け て の 連続使用 の み な らず、893
，

　 896 ，　912 ，　913 行に もそれ は 見 られ る。 こ こ ま

　 で の 頻用 は こ の 箇所 に 特異 な こ と で あ るが
、

　 少 な く と も tO 不定詞は弱強 リズ ム を際立たせ

　 る の に効果的に 用 い うる文法 ユ ニ ッ トで あ る

　 と は い えよ う。

こ の よ うに 、ス ペ ン サ ーは ク ロ ウ ズ ド ・ カ プ レ ッ

トの 基本形 を保ちなが ら、必要 に応 じて その定型

を逸脱し、自由を獲得する方向 も垣間見せ る。

　 しか し、と りわ け こ の 箇所の 力は 、897 行か ら

906行に か けての t・ 不定詞の連続に示 され る。 こ

こ は 10 行、即 ち 5 つ の カ プ レ ッ トを含 み、896

行の What　helht　is （請願する た め に宮廷に赴 くこ

と が い かな る地獄か）の 内容 を執拗に 語 る 。 こ の

執拗 さ が と りわ け迫力 を持 つ の は 、895 行 に あ る

下線 をっ けた th ・ u の働 きで あ る 。 これが唐突に

話の聞き手、ひ い て は読者を名指 し し、それ と対

照し て 、 経験に よ っ て宮廷で の 請願の 地獄を知 っ

て い る の は 明 らか に バ バ ー
ド婆 さん で は な く物語

全体の 語 り手
‘T’、そ し て そ の 語 り手 と殆 ど重 な

る ス ペ ン サ
ー

自身で ある こ と が 、t・ 不定詞の 連続

の 前に 既に読者に示 され る 。 それ に念 を押すよ う

に 、 こ の パ ッ セ ージ の 最後 で 、語 り手は
”
That

curse 　God　send ！vnto 　mirle 　enemie
”

と、 こ こ に も唐

突 な
一人称代名詞 を含む祈願文を繰 り出し、そこ

まで の 苦し み が 自分の 体験で あ っ た こ と を強調す

る の だ 。 こ の
一

行は

（9）

♪ 」　 ♪ 」　 ♪ ♪　♪　♪　♪ j　t

Tlkat　 curte 　 God　卜on （l　 tt、n ・to　 nlme 　 e ・　11e　− mle

と読め ば 213 の五歩格 に収 まるが、語 り手が思わ

ず神を引き含い に 出 して 叫ん で い る こ と を考 える

と 、

（10）

♪　J　 j　 j　 ♪　♪　♪　♪　♪　」　1

Th 蹠 　じ urs 廿　G 吃）d　 呂cnd 　　 、 n 　7　to　nlllle　 e　嘗　11e − mie

と六歩格に読 む ほ うが適切で あ るの か も しれ な

い
。 こ こ で も

一
連の パ ッ セ ージ の最後の決 め台詞

に 6 つ の ス トレ ス を置 く、と い う技巧が 、オ
ー

ガ

ス タ ン 期 の 詩人 を予感 させ る。

　
一

般論で始 ま っ た こ の パ ッ セ ー
ジ で あ るが 、 こ

れは ス ペ ン サ
ー

の 身の 上話で あ っ た の だ 。 892行

の most 　miserable 　man ，907彳于の unhapp ア wight は ス

ペ ン サ
ー

自身で あ り、こ れ らの 動詞不定形は 、す

べ て 、ス ペ ン サ ーの 宮廷で の 奮闘を物語 っ て い る 。

こ こ で 我々 は、 1580 年以 来、紛争地 で あ る ア イ

ル ラ ン ドに官僚 と して居住 して い た ス ペ ン サ
ー

が 、1590 年の 『妖精 の 女土』出版 に 際して 、
ロ ー

リ
ー （Sir　VCral［er　Raleigh）に 伴われ て ロ ン ドン の エ

リザベ ス
ー世の宮廷 に初めて伺候 した伝記的事実

を想起す る。作品 の 理念的中心 で あ る妖精の 女王

に自らが擬え られ て い る こ と を知 っ て女干 は こ の

作品を嘉納 し、ス ペ ン サ ーに 50ポ ン ドの年金を

与えた こ と は よく知 られ て い る 。 ス ペ ン サ
ーの こ

の 時の 宮廷滞在は政府中央へ の 就職活動で もあっ

た が 、 しか し彼は年金以 上の もの を手 に す る こ と

は叶わ なか っ た 。 そ して後の 1595年に出版する

『コ リン ・ク ラウ ト故郷に帰 る』 （Cotin　Ctouts〔］ome

Hame ！Againe）で 、宮廷を見て 故郷に戻 っ た羊飼い

の 口 を借 りて 、宮廷 の豪華 さ と腐敗 と を苦々 し く

語 る の で ある 。 従 っ て 、「バ バ ー ド婆さん』 は 動

物寓話の 手法 に よ る
一

般的な eState ・satire の 形 を取
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りなが ら も、「コ リン
・ク ラ ウ ト』 を予告す る極

め て 個人的な宮廷諷刺 と な っ て い る 。

スペ ンサ
ー

以 降

　 ス ペ ン サ
ー以降の エ リザベ ス 朝、ジ ェ イ ム ズ朝

に お い て ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トの 使用は 急激 に

頻度 を増す 。 興味深い の は 、 詩人た ちが ヒ ロ イ ッ

ク
・カ プ レ ッ トに対 して 2 つ の方向を と りは じめ

る こ と で ある 。

一
方 に は バ ーク レ イ の 『牧歌』 で

見た ような、文法的な単位 と カ プ レ ッ トが
一
致し 、

脚韻語 に 重い 意味を帯 び させ る ク ロ ウズ ド・カプ

レ ッ トへ の 傾斜が あ る 。 例 え ば ド レ イ トン

（Michael　Drayton ）、 ドラモ ン ド （Ve「illiam　Drum −

mond 　of 　Hawthornden ），
ボ ー

モ ン ト （JQhn　Beau−

ment ）な どは こ の 方向を と っ た 。 他方 には 、句

跨 り、行の 途中で の 文の終了、脚韻語 と して （内

容語で な く）機能語の 使用な どを特徴 と す る自由

度の高 い 十音節カプレ ッ トへ の 傾斜が ある 。 例え

ば マ
ー

ロ ウ （Christopher　Marlowe）、ダ ン （∫ohn

Donne）の 多くの作品が そ うで ある し、ジ ョ ン ソ

ン （Ben　J・ ns ・ n）に至 っ ては演劇作品以外の大半

が こ の ような カ プ レ ッ トで 書か れ て い る 。 しか し、

王政復古期か らオーガ ス タ ン期の諷刺詩人た ちが

挙 っ て 採用 した ヒ ロ イ ッ ク ・カ プ レ ッ トは、自由

度を求 め た後者の タ イ プで は な く、
バ ーク レ イ か

らス ペ ン サ
ー

へ と引 き継が れた 前者の ク ロ ウズ

ド ・カ プ レ ッ トで あ っ た 。 その 意味で は 、バ ーク

レ イ 、 ス ペ ン サ
ー

こそ ヒ ロ イ ッ ク ・ カ プ レ ッ トの

草分け と呼べ るだ ろ う。 こ の 現象 を説明す る な ら、

の ち に新古典主義と呼ばれ る風潮が厳格 な定型 と

の 親和力を持 っ た、と い う常識的な と こ ろに落ち

着 くの で あろ う。 し か しそれ と は 別に 、おそ らく

定型 と は 、そ の 言語 の性質に深 く根ざ して お り、

定型を求 め る欲求 は容易に は 消 し去る こ と の で き

ない もの なの だ と考 え る こ と もで き る で あろ う。
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